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第
39
回
硯
心
会
書
展
の
ご
報
告

　
　
　
　
　
　
　
硯
心
会
書
展
部
部
長　

殿 

村 

美 

奈 

子
（
33
期
）

　

本
年
の
硯
心
会
書
展
は
、
去
る
令
和
２
年

９
月
24
日
か
ら
27
日
ま
で
銀
座
洋
協
ホ
ー
ル

に
て
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
・
蔓
延

の
中
、
硯
心
会
と
し
て
書
展
を
延
期
、
中
止

か
開
催
す
る
べ
き
か
を
大
い
に
悩
み
議
論
を

重
ね
検
討
し
た
結
果
、
開
催
す
る
こ
と
と
致

し
ま
し
た
。
そ
し
て
会
員
の
皆
様
、
ご
来
場

者
の
皆
様
の
安
全
確
保
を
第
一
に
考
え
、
開

催
時
期
の
変
更
や
以
下
の
感
染
防
止
対
策
を

講
じ
ま
し
た
。

①
マ
ス
ク
の
着
用
の
お
願
い
（
マ
ウ
ス
・　
　

　

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
確
保
）

②
ア
ル
コ
ー
ル
手
指
消
毒
液
の
設
置

③
受
付
（
人
数
の
削
減
・
ア
ク
リ
ル
パ
ネ　
　

　

ル
の
設
置
）

④
会
場
内
の
換
気
・
窓
の
開
放

⑤
展
示
ブ
ー
ス
の
簡
素
化

⑥
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
廃
止

⑦
椅
子
の
消
毒
の
徹
底

⑧
会
場
内
に
注
意
喚
起
ポ
ス
タ
ー
掲
示

　

当
初
の
開
催
時
期
を
変
更
し
て
の
硯
心
会

書
展
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
こ
と
、
皆
様
に

心
配
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と

心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
普
段
の

日
常
と
は
異
な
る
状
況
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

中
、
会
員
の
皆
様
に
は
ご
出
品
い
た
だ
き
、

ま
た
多
く
の
心
温
ま
る
お
言
葉
や
励
ま
し
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
連
日
会
員
の
皆
様
、
関

係
者
の
皆
様
に
ご
来
場
ご
高
覧
頂
き
ま
し
た

こ
と
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
展
は
、
第
２
期
（
昭
和
29
年
卒
業
）

か
ら
68
期
（
令
和
２
年
卒
業
）
ま
で
の
74
名

の
会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
出
品
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
６
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た

第
２
期
太
田
淋
堂
氏
か
ら
も
ご
出
品
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

会
場
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
多
種
多
彩

な
作
風
の
書
作
品
と
書
展
を
力
強
く
支
え
て

い
た
だ
く
熱
い
思
い
に
溢
れ
た
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

作
品
数
は
昨
年
よ
り
減
少
と
は
な
り
ま
し

た
が
、
出
品
者
の
世
代
別
で
は
50
・
60
期
代

の
出
品
者
が
全
体
の
３
分
の
１
を
占
め
て
き

て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
出
品
数
の
増
え
る

こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
昨
年
よ
り
併
催

の
同
期
有
志
展
は
残
念
な
が
ら
中
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
総
会
に
は
会
員
の
皆
様
の
ご
出

席
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
会
期
後
、
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
け
な

か
っ
た
出
品
者
の
皆
様
や
関
係
者
の
皆
様
に

少
し
で
も
会
場
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
き
た
く
、
硯
心
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
会

場
風
景
、
出
品
作
品
の
動
画
を
ア
ッ
プ
し
て

お
り
ま
す
。
ご
高
覧
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

七
十
年
近
く
続
い
て
い
る
同
窓
会
は
東
京

学
芸
大
学
書
道
科
卒
業
生
の
皆
様
の
母
校
を

愛
す
る
気
持
ち
が
あ
れ
ば
こ
そ
今
日
に
至
っ

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
な
書
展
を
通
し
て
交
流
の
場
を
共
有

で
き
る
こ
と
は
今
後
の
硯
心
会
の
更
な
る
発

展
に
繋
が
る
こ
と
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
は
硯
心
会
書
展
第
40
回
の
記
念
展
と

し
て
第
45
回
学
芸
書
道
全
国
展
と
共
に
東
京

都
美
術
館
に
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
記
念

展
と
し
て
特
別
展
示
な
ど
新
た
な
企
画
も
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　

節
目
と
な
る
40
回
記
念
展
を
多
く
の
会
員

の
皆
様
と
共
に
盛
り
上
げ
て
開
催
で
き
ま
す

よ
う
役
員
・
部
局
員
一
丸
と
な
っ
て
心
新
た

に
進
め
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
り
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会場の様子
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第
39
回
硯
心
会
オ
ン
ラ
イ
ン
書
展

　

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
の
影
響
に

よ
り
、
会
場
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
も
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
考
え
、
硯
心
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
、
会
場
の
様
子
（
動
画
）、
出

品
作
品
が
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
44
回
学
芸
書
道
全
国
展
報
告

学
芸
書
道
全
国
展
部
部
長 

西
澤 

憂（
49
期
）

　

例
年
７
月
に
審
査
、
８
月
に
実
施
し
て
い

る
学
芸
書
道
全
国
展
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
に
あ
わ
せ
て
銀
座
で
の
開
催
を
計
画

し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
一
斉
休
校
措
置
が
取

ら
れ
、
夏
ま
で
の
教
育
活
動
が
従
来
通
り
に

で
き
な
い
こ
と
や
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
秋
に
時
期
を
延
期
し
、
作
品
集
の
発

行
と
ｗ
ｅ
ｂ
掲
載
を
も
っ
て
展
覧
会
と
す
る

誌
上
展
と
し
て
今
回
は
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
心
配
さ
れ
た
出
品
作
品

数
に
つ
い
て
は
、
夏
に
開
催
さ
れ
る
多
く

の
展
覧
会
が
中
止
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
大
幅
な
作
品
数
減
少
と
は
な
ら
ず
、

７
７
１
８
点
の
作
品
が
今
年
も
全
国
各
地
よ

り
集
ま
り
、
10
月
10
日
に
三
鷹
市
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
硯
心
会
役
員
を
は
じ

め
、
会
員
や
出
品
団
体
責
任
者
に
よ
り
厳
正

な
審
査
が
行
わ
れ
各
賞
が
決
定
、
そ
の
後
11

月
８
日
に
作
品
集
発
行
・
賞
状
等
送
付
・
表

具
し
た
作
品
の
返
送
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
国
の
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
の
作

品
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
力
強
く
練
度

の
高
い
作
品
が
多
数
出
品
さ
れ
、
例
年
以
上

に
児
童
生
徒
の
力
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

会場の様子

　

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
大
学
生
に
よ

る
作
業
補
助
が
行
え
ず
、
密
を
避
け
る
た
め

に
限
ら
れ
た
部
局
員
で
全
て
の
業
務
を
遂
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
、
細
や
か
な
作
業
を
求
め
ら
れ
る

作
業
ま
で
加
藤
理
事
長
を
は
じ
め
多
く
の

硯
心
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
支
え
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

次
年
度
か
ら
は
、
会
場
を
東
京
都
美
術
館

に
移
し
、
今
ま
で
よ
り
大
き
な
会
場
に
児
童

生
徒
の
作
品
を
展
示
し
、
さ
ら
に
書
写
書
道

教
育
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
部
局
員

一
同
で
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
硯
心
会

会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
出
品

へ
の
ご
協
力
及
び
審
査
会
へ
の
参
加
を
中
心

に
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

第
45
回
学
芸
書
道
全
国
展
に
つ
い
て
は
、

次
の
通
り
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
最
終
決
定

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

・
要
項
発
送

　

年
度
末
の
理
事
会
で
決
定
し
た
後
、
４
月

発
送
予
定
（
硯
心
会
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
予
定
）

・
作
品
締
め
切
り　

　

７
月
15
日
（
木
）
小
金
井
郵
便
局
留

・
審
査
（
予
定
） 

７
月
19
日
（
月
・
海
の
日
）

・
会
期　

８
月
14
日
（
土
）
〜
21
日
（
土
）

◇

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
展
よ
り
学
芸

書
道
全
国
展
部
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
、
49
期
の
西
澤
憂
と
申
し
ま
す
。

至
ら
ぬ
点
が
多
々
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
長

き
に
亘
り
書
写
書
道
教
育
の
発
展
に
寄
与
し
て

き
た
本
展
の
伝
統
を
更
に
飛
躍
さ
せ
ら
れ
る
よ

う
、
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
硯
心
会
会
員

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
指
導
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

❖

第
44
回
学
芸
書
道
全
国
展
審
査
報
告

◎
団
体
賞
受
賞
団
体

最
優
秀
団
体
賞

桜
美
林
中
学
校
・
高
等
学
校	

聖
徳
大
学
附
属
女
子
中
学
校
高
等
学
校	

優
秀
団
体
賞

開
成
中
学
校		



浅
野
中
学
・
高
等
学
校	

星
野
学
園
中
学
・
高
等
学
校

東
京
学
芸
大
学
附
属
小
金
井
中
学
校

湘
南
学
園
中
学
校
高
等
学
校	

埼
玉
県
立
熊
谷
農
業
高
等
学
校

埼
玉
県
立
所
沢
高
等
学
校

サ
レ
ジ
オ
学
院
中
学
校
高
等
学
校

千
葉
県
立
千
葉
南
高
等
学
校	

帝
京
安
積
高
等
学
校	

星
野
学
園
小
学
校	

団
体
賞

桐
朋
女
子
中
・
高
等
学
校　

千
葉
日
本
大
学
第
一
中
学
校
・

千
葉
日
本
大
学
第
一
高
等
学
校	

硯
心
会
Ｈ
Ｐ
か

ら
、
ま
た
は
上
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
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埼
玉
硯
心
会
の
活
動
報
告

埼
玉
硯
心
会
事
務
局　

杉
山
惠
美
（

埼
玉
硯
心
会
事
務
局　

杉
山
惠
美
（
2525
期
）
期
）　

　

八
月
一
日
（
土
）
～
四
日
（
火
）
の
日

程
で
開
催
予
定
で
し
た
第
四
十
三
回
埼
玉

硯
心
会
書
作
展
は
残
念
で
す
が
開
催
を
延

期
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
展

覧
会
に
向
け
て
、
例
年
の
よ
う
に
今
年
も

年
明
け
早
々
、
研
究
会
の
会
場
を
予
約
し

て
い
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
全

て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
会
員

か
ら
は
、
展
覧
会
中
止
の
要
望
、
積
極
的

に
開
催
を
望
む
声
と
様
々
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
会
場
と
な
る
埼
玉
会
館
に
も
再
三
問

い
合
わ
せ
を
し
て
、
来
年
度
に
延
期
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
の
第
43
回

埼
玉
硯
心
会
書
作
展
の
日
程
は
、
令
和
３

年
８
月
９
日
（
月
）
か
ら
12
日
（
木
）、
埼

玉
会
館
第
三
展
示
室
の
予
定
で
す
。

　

自
粛
期
間
は
各
自
が
研
鑽
の
時
間
と

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
の
会
員
相

互
の
交
流
会
を
持
ち
た
い
と
の
意
欲
的
な

声
も
あ
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
状
況
は
良

く
な
ら
な
い
の
で
実
現
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　

最
後
に
、
昨
年
秋
の
研
修
会
の
報
告
を

し
ま
す
。
令
和
元
年
11
月
４
日
、
秋
晴
れ

の
一
日
、
上
野
界
隈
を
散
策
し
有
意
義
な

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
書
道

千
葉
県
立
千
葉
女
子
高
等
学
校	

勝
田
書
道
塾	

埼
玉
県
立
ふ
じ
み
野
高
等
学
校	

実
践
学
園
中
学
・
高
等
学
校	

大
成
高
等
学
校	

浜
松
開
成
館
高
等
学
校	

埼
玉
県
立
鴻
巣
女
子
高
等
学
校	

泉
書
道
教
室	

駒
場
東
邦
中
学
校
高
等
学
校

埼
玉
県
立
新
座
高
等
学
校

◎
個
人
賞
最
高
賞
（
学
長
賞
）
受
賞
者

大
分
高
等
学
校　
　
　

  

高
３　

坂
口 

亜
希

                                 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
部
分
）

浜
松
学
芸
高
等
学
校　

高  

３　

北
嶋 

栞
菜

埼
玉
県
立
大
宮
光
陵
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

高
３　

能
登 

柚
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                       

（
部
分
）

佼
成
学
園
女
子
中
学
高
等
学
校　

                              

高
２　

荒
井 

理
紗
子

大
成
高
等
学
校　

         

高
２　

若
林 

里
奈

千
葉
日
本
大
学
第
一
中
学
校
・

千
葉
日
本
大
学
第
一
高
等
学
校        

高
２　

能
勢 

涼
花

滝
野
書
道
教
室　

中
３　

小
林 

眞
妃
奈

桐
朋
女
子
中
・
高
等
学
校 
中
３ 

熊
谷 

香
織

勝
田
書
道
塾	

　

     

中
２　

齋
藤 
優
香

蘭
月
書
道
教
室　

         

小
２　

林 

美
衣
咲

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
、「
第
44
会

学
芸
書
道
全
国
展

審
査
報
告
・
作
品

集
特
設
ペ
ー
ジ
」

を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎
事
務
局
よ
り

　

来
年
度
は
、
東
京
都
美
術
館
で
、
第
40
回

硯
心
会
書
展
お
よ
び
第
45
回
学
芸
書
道
全
国

展
の
同
時
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

硯
心
会
書
展
へ
の
会
員
の
皆
様
の
作
品
の

ご
出
品
を
、
ま
た
学
芸
書
道
全
国
展
へ
の
児

童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
の
ご
出
品
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
両
展
の
要
項
送
付
希
望
の
方
は
本

部
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

作品集表紙
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令
和
２
年
度
総
会
報
告

　

去
る
令
和
２
年
９
月
27
日
（
日
）
17
時

か
ら
、
銀
座
洋
協
ホ
ー
ル
に
て
、
夏
季
理

事
会
お
よ
び
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

詳
細
は
各
期
理
事
宛
に
議
事
録
を
本
部
事

務
局
よ
り
送
付
い
た
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

簡
単
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

①
第
39
回
硯
心
会
書
展

　

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
に
伴
い
、
出
品
者
は

減
少
と
な
っ
た
。
会
期
中
の
会
計
業
務
を

簡
略
化
し
、
振
込
の
み
に
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
に
対
し
諸
対
策
を
お
こ
な
い
実
施
し

た
。
ま
た
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
に

よ
り
、
来
場
で
き
な
い
方
が
多
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
の
で
、
第
39
回
硯
心
会
オ
ン
ラ

イ
ン
書
展
を
開
催
す
る
。

②
第
44
回
学
芸
書
道
全
国
展

　

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
の
た
め
、

締
め
切
り
を
遅
ら
せ
、
誌
上
展
と
し
て
、

審
査
報
告
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
結

果
発
表
と
し
た
。な
お
、審
査
に
つ
い
て
は
、

大
学
の
施
設
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、
10

月
10
日
（
土
）
13
時
よ
り
三
鷹
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー
で
、
で
き
る
だ
け
短
時
間
で
終

わ
る
よ
う
に
工
夫
し
実
施
す
る
。
審
査
以

外
の
作
業
に
つ
い
て
も
、
部
局
内
を
中
心

に
人
数
を
し
ぼ
っ
て
お
こ
な
う
予
定
で
あ

る
。

会場の様子

群
馬
硯
心
会
の
活
動
報
告

群
馬
硯
心
会
書
展
事
務
局 

永
田
灌
櫻
（
58
期
）

　

群
馬
に
ゆ
か
り
の
あ
る
硯
心
会
員
相
互

の
硏
讚
の
場
と
し
て
、
隔
年
で
群
馬
硯
心

会
書
展
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
初

と
な
る
今
回
の
第
14
回
展
は
、
令
和
２
年

１
月
10
日
か
ら
14
日
ま
で
、
高
崎
シ
テ
ィ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
２
展
示
室
で
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
展
の
出
品
者
は
、
真
下
京
子
・
小

倉
釣
雲
・
佐
藤
一
墨
子
・
下
谷
洋
子
・
計

良
袖
石
・
杉
山
勇
人
・
永
田
灌
櫻
の
７
名

で
す
。
出
品
者
同
士
で
事
前
に
分
担
し
て

い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、漢
字
・
仮
名
・

漢
字
仮
名
交
じ
り
・
前
衛
・
篆
刻
・
刻
字
と
、

毎
回
ほ
と
ん
ど
全
て
の
書
道
の
分
野
を
網

羅
し
た
展
観
と
な
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の

少
な
い
展
覧
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

分
ひ
と
り
当
た
り
の
壁
面
長
も
10
メ
ー
ト

ル
前
後
と
な
っ
て
お
り
、
連
立
個
展
の
よ

う
な
体
裁
と
な
り
ま
す
。
大
作
２
～
３
点

の
出
品
者
と
小
品
多
数
の
出
品
者
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
が
そ
の
個
性
が
存
分
に

発
揮
す
べ
く
工
夫
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

来
場
者
も
１
０
０
０
人
を
超
え
、
非
常
に

好
評
で
し
た
。

　

会
期
中
に
行
わ
れ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
で
は
、
作
品
解
説
は
も
ち
ろ
ん
、
書
作

感
に
つ
い
て
も
深
く
語
ら
れ
、
参
観
者
か

ら
の
質
問
が
飛
び
交
う
活
発
な
意
見
交
換

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
展
は
令
和
３
年
度
中
の
開
催
予
定

で
す
。

千
葉
硯
心
会
書
展
の
ご
報
告

千
葉
硯
心
会
事
務
局　

石
井
昭
正
（

千
葉
硯
心
会
事
務
局　

石
井
昭
正
（
3131
期
）
期
）

　

千
葉
硯
心
会
書
展
は
、
原
則
、
千
葉
県

在
住
・
在
勤
の
東
京
学
芸
大
学
書
道
科
出

身
者
を
会
員
と
し
、
現
在
の
会
員
数
は

１
３
０
名
ほ
ど
。
年
に
一
度
の
展
覧
会
に

は
三
分
の
一
程
度
の
会
員
が
毎
年
出
品
し

て
い
ま
す
が
、転
居
・
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

出
品
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
若
い

力
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
を
鑑
み
、

令
和
２
年
８
月
３
日
～
10
日
に
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
「
第
四
十
九
回
千
葉

硯
心
会
書
作
展
」
に
つ
き
ま
し
て
、
本
年

度
は
中
止
の
運
び
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

次
年
度
・
令
和
三
年
度
に
改
め
ま
し
て

「
第
四
十
九
回
千
葉
硯
心
会
書
作
展
」
と
し

て
開
催
予
定
と
い
た
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
康
に
留
意
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
来
年
度
の
出
展
に

向
け
て
、
錬
成
・
ご
研
鑽
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
る
所
存
で
す
。　
　

　
　
　
　

博
物
館
・
朝
倉
彫
塑
館
・
全
生
庵
な
ど
、
途

中
笹
乃
雪
の
豆
腐
懐
石
で
懇
親
会
。
17
名
の

参
加
で
し
た
。

 

来
年
度
は
ま
た
活
動
が
再
開
出
来
る
よ
う
、

早
く
収
ま
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。　
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③
三
国
展

　

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
に
と
も
な

い
、
韓
国
、
中
国
側
よ
り
来
日
が
難
し
い

と
の
申
し
出
が
あ
り
延
期
と
な
っ
た
。

④
そ
の
他

・
名
簿
発
行
に
つ
い
て

　

理
事
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り
、
９
月
１

日
付
に
て
名
簿
が
発
行
で
き
た
。
名
簿
が

必
要
な
硯
心
会
会
員
に
つ
い
て
は
、
個
人

情
報
保
護
の
観
点
か
ら
一
人
一
冊
の
み
、

印
刷
代
相
当
（
一
〇
〇
〇
円
）
＋
送
料
で

お
渡
し
す
る
。

質
問　

送
料
は
い
く
ら
か
。
→
レ
タ
ー
パ

ッ
ク
（
３
７
０
円
）
で
あ
る
。

ご
意
見　

個
展
や
著
書
な
ど
、
だ
よ
り
を

活
用
し
て
会
員
に
情
報
周
知
す
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。
→
広
く
情
報
提
供
を
呼
び

掛
け
た
い
。

⑤
２
０
２
１
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

　

来
年
度
は
、
か
ね
て
よ
り
お
伝
え
し
て

き
た
通
り
、
２
０
２
１
年
８
月
13
日
（
金
）

～
21
日
（
土
）
に
、
東
京
都
美
術
館
１
階

第
４
展
示
室
に
て
、
硯
心
会
書
展
、
学
芸

書
道
全
国
展
を
同
時
開
催
と
い
う
こ
と
で

お
こ
な
う
。
硯
心
会
書
展
が
第
40
回
、
学

芸
書
道
全
国
展
が
第
45
回
を
迎
え
、
二
つ

の
企
画
を
考
え
て
い
る
。

　

一
つ
が
、
東
京
学
芸
大
学
書
道
科
が
で

き
た
当
時
の
教
員
（
常
勤
・
非
常
勤
）
の

教
育
状
況
や
作
品
を
展
示
し
た
り
、
学
芸

書
道
全
国
展
や
硯
心
会
書
展
の
歴
史
を
ま

と
め
て
パ
ネ
ル
な
ど
で
展
示
し
た
り
し
、

冊
子
も
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
企
画
に
つ
い
て
、
岩
切
誠
副
会
長
に
実

行
委
員
長
、
岡
野
屋
宏
一
理
事
に
実
行
副

委
員
長
を
お
願
い
し
、
実
行
委
員
会
を
組

織
し
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
。

　

も
う
一
つ
が
、
出
品
者
の
み
な
ら
ず
広

く
会
員
に
声
を
か
け
、
同
窓
会
を
お
こ
な

い
、
広
く
会
員
間
の
交
流
を
は
か
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

企
画
展
に
つ
い
て
、
詳
細
は
実
行
委
員

会
を
中
心
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
、
３
月

の
理
事
会
で
詳
細
を
報
告
し
た
い
。
ま
ず

は
、
企
画
を
お
こ
な
う
こ
と
、
そ
の
た
め

に
実
行
委
員
会
を
組
織
す
る
こ
と
を
承
認

い
た
だ
き
た
い
。
→
承
認
さ
れ
る
。

⑥
第
40
回
硯
心
会
書
展

　

出
品
料
の
設
定
に
つ
い
て
は
特
に
ご
意

見
を
た
わ
ま
り
た
い
。
案
１
は
東
京
都
立

美
術
館
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
、
大
作
を

出
品
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で

値
段
を
設
定
し
た
。
出
品
締
め
切
り
等
に

つ
い
て
は
、
業
者
と
相
談
の
上
、
変
更
す

る（
は
や
ま
る
）可
能
性
が
あ
る
。
搬
入
費
、

管
理
・
返
送
費
に
つ
い
て
も
検
討
中
で
あ

る
。（
３
月
理
事
会
に
て
審
議
・
決
定
）

案
１　

全
紙
未
満
１
万
９
千
円

　
　
　

全
紙
以
上
２
ｍ
以
内
１
万
５
千
円

案
２　

１
万
８
千
円

ご
意
見　

も
し
案
１
と
す
る
な
ら
ば
、
大

き
い
規
定
作
品
の
出
品
料
が
安
い
こ
と
に

つ
い
て
、
出
品
票
に
一
文
記
載
を
し
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。
→
そ
の
よ
う

に
対
応
す
る
。

ご
意
見　

予
算
案
（
役
員
の
み
配
布
）
を

み
る
と
、
案
１
の
場
合
、
赤
字
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
点
を
踏
ま
え
て
金
額
の
設
定

を
再
度
考
え
て
ほ
し
い
。

⑦
第
45
回
学
芸
書
道
全
国
展

　

主
に
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
の
は
、

①
サ
イ
ズ
お
よ
び
値
段
に
つ
い
て
、
②
賞

に
つ
い
て
、で
あ
る
。表
彰
式
に
つ
い
て
は
、

８
月
21
日
を
予
定
し
て
い
る
が
、
予
約
受

付
が
半
年
前
で
あ
る
た
め
、
あ
く
ま
で
も

予
定
で
あ
る
。

　

サ
イ
ズ
お
よ
び
値
段
に
つ
い
て
は
、
全

紙
サ
イ
ズ
を
追
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

賞
に
つ
い
て
は
、「
第
45
回
記
念
賞
」
を

追
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
ま

た
他
の
賞
な
ど
は
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

ご
意
見　

以
前
あ
っ
た
半
切
二
分
の
一
サ

イ
ズ
を
是
非
復
活
し
て
ほ
し
い
。
小
学
生

な
ど
に
と
っ
て
は
、
重
要
な
サ
イ
ズ
で
あ

る
。
→
検
討
す
る
。

⑧
三
国
展

　

２
０
２
１
年
度
は
北
京
で
北
京
師
範
大

学
、
ソ
ウ
ル
教
育
大
学
校
と
交
流
企
画
を

お
こ
な
う
予
定
で
あ
る
。
是
非
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

質
問　

サ
イ
ズ
は
ど
う
い
っ
た
サ
イ
ズ
な

の
か
。
→
主
催
国
が
決
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
基
本
的
に
半
切
以
内
の
軸
と

な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

硯
心
会
会
員
の
み
が
出
品
で
き
る

の
か
。
→
広
い
意
味
で
書
教
育
に
関
わ
っ

て
い
る
ひ
と
が
参
加
で
き
る
。（
生
涯
学
習
、

学
校
教
育
を
含
め
）
ぜ
ひ
お
知
り
合
い
で

ご
出
品
希
望
の
方
が
い
た
ら
お
誘
い
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
❖

「
令
和
２
年
度
硯
心
会
名
簿
」

の
改
訂
・
発
行
に
つ
い
て

　

こ
の
度
、
硯
心
会
本
部
で
は
、
各
期
理

事
の
ご
協
力
を
得
て
、
硯
心
会
名
簿
を
発

行
し
ま
し
た
。
硯
心
会
会
員
に
限
り
頒
布

い
た
し
ま
す
。
以
下
の
注
意
点
を
お
守
り

い
た
だ
き
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ご
購
入
に
当
た
っ
て
の
注
意

・
本
名
簿
は
、
硯
心
会
規
約
「
第
４
条　

本

会
は
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
り
書
道
・

書
写
の
研
究
と
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
」
た
め
に
発
行
い
た
し
ま
す
。

・
名
簿
の
購
入
は
東
京
学
芸
大
学
書
道
科
同
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◎
開
催
案
内

　

こ
れ
か
ら
開
催
予
定
の
硯
心
会
会
員
に

よ
る
個
展
・
同
期
展
の
情
報
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。

28
期
高
橋
敏
行
氏
の
個
展
開
催
案
内

高
橋
敏
行
書
作
展

２
０
２
１
年
３
月
22
日
（
月
）
～
28
日
（
日
）

10
時
～
19
時

（
初
日
13
時
よ
り
、
最
終
日
18
時
ま
で
）

船
橋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
四
展
示
室

（
船
橋
市
本
町
２
‐
１
‐
１ 

ス
ク
エ
ア
ビ

ル
３
階
）
※
最
寄
り
駅
Ｊ
Ｒ
船
橋
駅
ま
た

は
京
成
船
橋
駅
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
❖

　

展
覧
会
（
個
展
、同
期
展
）
の
開
催
予
告
、

開
催
報
告
、
出
版
等
を
次
号
に
掲
載
希
望

の
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❖

　

訃
報

　

太
田　

保
市
（
号
・
彬
堂
）　

２
期

　

江
口　

啓
爾
（
号
・
大
象
）　

６
期

　

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

発 
 

行　

⦿
硯
心
会
本
部　

〠
１
８
４
―
８
５
０
１

　
　
　
　

 
 

東
京
都
小
金
井
市
貫
井
北
町
４
―
１
―
１

　
　
　
　

 
 

東
京
学
芸
大
学　

加
藤
泰
弘
研
究
室

編　

集　

⦿
硯
心
会
事
務
局　

〠
１
２
４
―
０
０
１
１

　
　
　
　

 
 

葛
飾
区
四
つ
木
４
―
４
―
12　

草
津
祐
介

　
　
　
　

 
 

メ
ー
ル　

u
s
k
9
3
2
@
h
o
t
m
a
i
l
.co.jp

硯
心
会
HP　

http://kenshinkai.grupo.jp

硯心会ＨＰ

会
員
展
覧
会
の
ご
案
内

◎
開
催
報
告　

　

す
で
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
硯
心
会
会
員

に
よ
る
個
展
・
同
期
展
の
情
報
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

51
期
小
谷
寛
幸
氏
の
個
展
開
催
報
告

小
谷
寛
幸
書
展「
言
葉
と
の
対
峙
」

２
０
２
０
年
８
月
18
日
（
火
）
～
23
日
（
日
）

福
井
県
立
美
術
館
第
１
展
示
室

　

こ
の
数
年
、
仕
事
上
の
幸
運
に
も
恵
ま

れ
、
文
字
文
化
の
偉
大
さ
に
震
え
る
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。
福
井
県
出
身
の
白
川

静
博
士
に
関
す
る
事
業
に
も
携
わ
り
、
甲

骨
文
、
金
文
を
始
め
と
す
る
古
代
の
人
々

の
営
み
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
漢
字
の
起
源

の
世
界
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
石
川
九
楊
氏
と
の
仕
事
の
中
で
、

文
字
が
一
点
一
画
の
積
み
重
ね
で
構
成
さ

れ
、
そ
れ
が
文
学
を
つ
く
る
こ
と
の
過
程

を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
様
々
な
感
動
か
ら
、「
言
葉
と
の

対
峙
」
と
銘
打
っ
て
私
な
り
に
言
葉
や
文

字
を
ど
う
解
釈
す
る
の
か
と
い
う
視
点
か

ら
表
現
し
た
の
が
今
回
の
個
展
に
な
り
ま

す
。

◎
事
務
局
よ
り

小
谷
寛
幸
書
展
「
言
葉
と
の
対
峙
」
オ
ン

ラ
イ
ン
書
展
の
ご
案
内

　

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
っ
て
い
た
だ
く

と
、
展
覧
会
の
様
子
、

作
品
を
動
画
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

会
場
の
様
子

窓
会
硯
心
会
の
会
員
１
名
に
つ
き
１
冊
の

み
と
し
ま
す
。

・
他
人
へ
の
譲
渡
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　

ご
購
入
の
手
順

・
郵
便
局
備
え
付
け
の
郵
便
振
替
用
紙
に

て
、
以
下
郵
便
振
替
口
座
ま
で
１
３
７
０

円
（
名
簿
代
１
０
０
０
円
＋
送
料
３
７
０

円
）
を
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。
振
り
込

み
後
、
事
務
局
・
草
津
ま
で
手
紙
ま
た
は

メ
ー
ル
に
て
「
ご
住
所
、
お
名
前
、
期
」

を
メ
ー
ル
ま
た
は
手
紙
に
て
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
振
替
用
紙
は
郵
便
局
備
え
付
け
の

振
替
用
紙
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
郵
便
局

の
シ
ス
テ
ム
仕
様
変
更
に
よ
り
、
振
込
後
、

会
計
に
通
知
が
届
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

必
ず
振
込
後
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
振
り
込
み
先　

０
０
２
１
０
‐
１
‐
１
０
３
４
１
７

東
京
学
芸
大
学
書
道
科
同
窓
会
（
硯
心
会
）

・
名
簿
申
し
込
み
先

硯
心
会
本
部
事
務
局　

草
津
祐
介

〠
１
２
４
‐
０
０
１
１　

東
京
都
葛
飾
区

四
つ
木
４
‐
４
‐
12
‐
４
０
５
号

電
話　

０
９
０
‐
３
５
５
９
‐
４
８
２
２

メ
ー
ル　

usk932@
hotm

ail.co.jp

※
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
の
場
合
、
返
信
が

な
い
場
合
、
確
認
で
き
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
別
の
方
法
に
よ
っ
て
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。


